
中
野
裕
三
提
出
学
位
申
請
論
文

『
国
学
者
の
神
信
仰
│
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
│
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

中
野
裕
三
提
出
の
論
文
『
国
学
者
の
神
信
仰
│
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
│
』
は
、
本
居
宣

長
、
橘
守
部
、
鈴
木
重
胤
と
い
っ
た
三
人
の
国
学
者
の
神
観
念
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
学
者
の
神
信
仰
を
神
道
神
学
の
立
場
か
ら
分
析
し
、
も
っ
て
神
道
神
学
と
国
学

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
は
、「
序
論

戦
後
神
道
神
学
研
究
史
と
本
書
の
課
題
」、「
第
一
編

本
居
宣
長
の

神
信
仰
」（
二
章
）、「
第
二
編

橘
守
部
の
神
信
仰
」（
二
章
）、「
第
三
編

鈴
木
重
胤
の
神
信

仰
」（
二
章
）、「
第
四
編

組
織
神
学
に
基
づ
く
神
道
の
神
理
解
」（
三
章
）、「
補
論

近
代
神

─ １ ─



宮
の
道
程
」、
及
び
「
結
論
」
か
ら
成
っ
て
い
る
。

「
序
論

戦
後
神
道
神
学
研
究
史
と
本
書
の
課
題
」
で
は
、
戦
後
の
神
道
神
学
及
び
神
道
理

論
に
関
す
る
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
小
野
祖
教
、
安
津
素
彦
、
上
田
賢
治
の
方
法
論
を
分
析
し
、

研
究
者
相
互
に
お
け
る
神
学
的
方
法
論
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
、
こ
れ
ま
で
の
神
道
神

学
に
取
り
組
む
研
究
者
相
互
に
お
い
て
、「
神
道
神
学
」
と
い
う
学
問
を
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
に
規
定
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
明
確
な
共
通
認
識
が
得
ら
れ
て

は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。か
か
る
神
道
神
学
研
究
の
現
状
を
前
提
と
し
て
、

論
者
は
、
神
道
神
学
と
は
、
研
究
者
の
神
道
信
仰
を
前
提
と
し
て
、
神
道
信
仰
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
理
性
的
・
論
理
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
学
問
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

神
道
神
学
理
解
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
近
世
の
国
学
者
、
と
り
わ
け
「
道
」
の
問
題
を
明
ら

か
に
し
た
本
居
宣
長
な
ど
の
国
学
者
の
業
績
は
、
ま
さ
し
く
神
道
神
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
述
べ
、
本
論
文
の
神
道
神
学
に
対
す
る
視
座
を
提
示
し
て
い
る
。

か
か
る
視
座
か
ら
、
第
一
編
「
本
居
宣
長
の
神
信
仰
」
に
お
い
て
本
居
宣
長
の
神
観
念
を
分

─ ２ ─



析
し
、
第
一
章
「
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念
│
本
居
宣
長
の
「
神
の
定
義
」

と
の
比
較
│
」
で
は
、
本
居
宣
長
の
有
名
な
「
神
の
定
義
」
を
分
析
し
、
宣
長
の
「
神
の
定
義
」

の
中
核
で
あ
る
「
可
畏
き
物
」
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
組
織
神
学
者
で
あ
る
ル
ー
ド
ル
フ
・

オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念
、
と
り
わ
け
「
宗
教
的
な
畏
怖
」
と
を
比
較
し
、
宣
長
の
「
神

の
定
義
」
の
正
確
な
意
味
・
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。

第
二
章
「
本
居
宣
長
の
神
観
念
」
で
は
、
村
岡
典
嗣
に
代
表
さ
れ
る
宣
長
の
宗
教
的
意
識
を

「
自
然
宗
教
的
信
仰
」
と
「
敬
虔
的
信
仰
・
絶
対
的
信
仰
」
と
に
二
分
類
し
た
こ
と
を
批
判
し
、

宣
長
の
「
神
の
定
義
」
と
産
巣
日
神
信
仰
は
決
し
て
二
面
的
で
も
、
矛
盾
す
る
も
の
で
も
な
い

こ
と
を
『
古
事
記
伝
』
の
成
立
過
程
等
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
、
村
岡
説
に
代
表
さ
れ
る
宣

長
の
宗
教
的
意
識
を
二
つ
の
異
な
る
側
面
が
あ
る
と
見
做
す
学
説
を
根
本
的
に
批
判
し
て
い
る
。

第
二
編
「
橘
守
部
の
神
信
仰
」
は
天
保
の
四
大
家
の
一
人
、
橘
守
部
の
神
学
を
分
析
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
章
「
橘
守
部
の
神
理
解
」
で
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
守
部
の
『
歴
朝
神
異
例
』
に
着
目
し
、
当
該
書
が
神
典
註
釈
書
『
稜
威
道
別
』
と
相

─ ３ ─



互
補
完
の
関
係
に
あ
り
、
当
代
民
衆
に
対
す
る
「
神
霊
の
実
在
論
証
」
と
い
っ
た
守
部
の
神
典

研
究
の
課
題
を
担
う
一
方
の
柱
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
第
二
章
「「
顕
生
魂
」
説
の

原
由
│
橘
守
部
の
神
学
│
」
で
は
、「
顕
生
魂
」
と
い
う
概
念
が
守
部
の
晩
年
に
確
立
し
た
こ

と
に
着
目
し
、『
稜
威
道
別
』
や
『
難
古
事
記
伝
』
と
い
っ
た
神
典
註
釈
書
の
著
述
稿
本
を
も

丹
念
に
分
析
し
て
、
か
か
る
概
念
が
守
部
の
い
か
な
る
神
学
的
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

第
三
編
「
鈴
木
重
胤
の
神
信
仰
」
で
は
、
第
一
章
「
鈴
木
重
胤
と
神
祇
祭
祀
│
神
学
確
立
過

程
に
関
す
る
一
考
察
│
」
に
お
い
て
、
幕
末
の
国
学
者
、
鈴
木
重
胤
の
古
道
論
に
つ
い
て
論
じ
、

こ
れ
ま
で
の
重
胤
研
究
で
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』

（『
祝
詞
講
義
』）
や
『
中
臣
寿
詞
講
義
』
と
い
っ
た
著
述
を
基
に
、
重
胤
は
、
古
道
を
論
ず
る

に
あ
た
り
、
神
祇
祭
祀
を
重
視
し
、
神
祇
祭
祀
の
起
原
を
神
話
伝
承
に
求
め
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
神
祇
祭
祀
と
神
話
伝
承
と
の
神
道
信
仰
の
相
互
の
異
な
る
表
出
形
態
か
ら
、
古
道
を
論
じ

た
と
述
べ
る
。
第
二
章
「『
祝
詞
講
義
』
と
明
治
期
の
祝
詞
研
究
」
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る

─ ４ ─



祝
詞
研
究
と
重
胤
の
学
説
と
の
関
連
に
つ
い
て
分
析
し
、
久
保
季
茲
の
『
祝
詞
略
解
』
を
例
に

し
て
『
祝
詞
講
義
』
十
三
之
巻
か
ら
の
夥
し
い
引
用
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
近
代
の

祝
詞
研
究
に
与
え
た
重
胤
の
「
延
喜
式
祝
詞
」
研
究
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

次
い
で
、
第
四
編
「
組
織
神
学
に
基
づ
く
神
道
の
神
理
解
」
に
は
、
神
道
の
神
理
解
に
直
接

的
に
関
わ
る
論
考
が
三
篇
収
め
ら
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
荒
魂
考
」
は
、
近
世
国
学
者
に
よ
っ

て
様
々
な
四
魂
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
と
り
わ
け
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
三

十
之
巻
に
示
し
た
「
荒
御
魂
、
和
御
魂
」
の
解
釈
と
橘
守
部
が
『
稜
威
道
別
』
巻
四
に
示
し
た

「
顕
生
魂
」
説
と
に
着
目
し
、
ど
ち
ら
の
解
釈
が
古
代
神
祇
信
仰
に
於
い
て
「
荒
魂
」
と
い
う

概
念
の
正
鵠
を
得
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「�
豊
受
大
御
神
敬
祭
説
�
を
め
ぐ
っ
て
」
で
は
、
本
居
宣
長
の
『
伊
勢
二
宮
さ
き

竹
の
弁
』
を
め
ぐ
る
内
宮
権
禰
宜
の
益
谷
末
寿
と
外
宮
権
禰
宜
の
橋
村
正
兌
と
の
間
で
の
神
学

論
争
を
取
り
上
げ
、
末
寿
に
よ
る
文
献
至
上
主
義
の
立
場
か
ら
の
宣
長
及
び
正
兌
の
主
張
す
る

「
豊
受
大
神
敬
祭
説
」
へ
の
批
判
、
こ
れ
に
対
す
る
正
兌
に
よ
る
「
神
代
の
旨
」
と
は
、
記
紀

─ ５ ─



の
古
伝
承
や
別
宮
を
も
網
羅
し
た
神
宮
社
殿
の
在
り
方
に
表
出
さ
れ
て
い
る
と
の
論
を
紹
介
し

て
、
宣
長
と
正
兌
は
、
文
献
（
言
語
）
だ
け
で
は
な
く
、
外
宮
先
祭
と
い
う
神
祇
祭
祀
（
行
為
）
、

あ
る
い
は
別
宮
を
も
網
羅
し
た
神
宮
社
殿
の
在
り
方
（
視
覚
）
と
い
っ
た
神
道
信
仰
の
異
な
る

表
出
形
態
に
目
を
配
っ
た
神
道
神
学
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

第
三
章
「
多
神
信
仰
の
論
理
│
国
学
者
の
視
点
│
」
で
は
、
国
学
者
が
ど
の
よ
う
な
視
座
か

ら
、
神
道
信
仰
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
多
神
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
、
議
論
し
て
い
る
の
か
、
と
い

っ
た
問
題
の
分
析
を
試
み
た
も
の
で
、
神
霊
の
本
質
を
現
実
的
・
具
体
的
な
霊
験
に
見
出
し
た

橘
守
部
の
神
学
、
本
居
宣
長
の
「
豊
受
大
神
敬
祭
説
」、
鈴
木
重
胤
の
新
嘗
祭
（
大
嘗
祭
）
の

理
念
、そ
し
て
神
社
に
祀
ら
れ
る
祭
神
の
個
別
性
を
重
視
し
た
常
世
長
胤
の
神
学
に
着
目
し
て
、

多
神
信
仰
を
前
提
と
す
る
国
学
者
の
信
仰
論
理
を
論
じ
て
い
る
。

補
論
「
近
代
神
宮
へ
の
道
程
│
御
巫
清
直
の
思
想
と
古
儀
復
興
│
」
で
は
、
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
の
神
宮
の
古
儀
復
興
に
尽
力
し
、
神
宮
学
の
泰
斗
と
称
さ
れ
る
御
巫
清
直
の
思
想
が

考
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
清
直
を
め
ぐ
る
研
究
が
、
主
に
清
直
の
考
証
が
現
実
の
神
宮

─ ６ ─



祭
祀
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
着
眼
点
に
基
づ
い
て
清
直
の
足
跡
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
清
直
の
考
証
が
如
何
な
る
思
想
・
信
仰
に
淵
源
す
る
も

の
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
、「
結
論
」
で
は
、
本
論
文

に
収
め
ら
れ
た
各
論
考
の
概
要
と
成
果
が
整
理
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
も
い

う
べ
き
、
国
学
者
の
神
信
仰
に
つ
い
て
の
研
究
を
よ
り
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
該
国
学
者

の
学
説
形
成
の
契
機
と
な
る
神
宮
・
神
社
の
祭
祀
や
故
実
に
係
る
研
究
の
必
要
性
を
述
べ
て
本

論
文
を
閉
じ
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

中
野
裕
三
提
出
の
学
位
申
請
論
文
『
国
学
者
の
神
信
仰
│
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
│
』
は
、

国
学
者
、
と
り
わ
け
本
論
文
で
主
た
る
考
察
対
象
と
さ
れ
て
い
る
本
居
宣
長
、
橘
守
部
、
鈴
木

重
胤
の
神
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
序
論
「
戦
後
神
道
神
学
研
究
史
と
本
書
の
課

─ ７ ─



題
」
に
お
い
て
、
戦
後
の
神
道
神
学
の
歩
み
と
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
問
と
し
て
の
神
道

神
学
の
研
究
を
深
め
、
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
近
世
の
国
学
者
、
と
り
わ
け
「
道
」
の
問
題

を
明
ら
か
に
し
た
宣
長
ら
の
神
観
念
・
神
信
仰
に
係
る
国
学
者
の
業
績
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
神

道
神
学
そ
の
も
の
の
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
論
文
の
主
目
的
で
あ
る
こ

と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
神
道
神
学
と
い
う
学
問
は
、
戦
後
本
格
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
極
め
て
新
し

い
学
問
分
野
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
専
攻
す
る
研
究
者
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
自
他
共
に

神
道
神
学
の
専
攻
を
任
じ
る
研
究
者
と
し
て
は
、
小
野
祖
教
、
安
津
素
彦
、
上
田
賢
治
、
そ
し

て
安
蘇
谷
正
彦
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
神
道
神
学
研
究
の
現
状
に

あ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
中
野
裕
三
は
國
學
院
大
學
の
文
学
部
神
道
学
科
時
代
か
ら
神
道
神

学
者
上
田
賢
治
に
師
事
し
、
近
世
国
学
者
の
神
観
念
・
神
信
仰
を
神
道
神
学
、
と
り
わ
け
組
織

神
学
の
立
場
か
ら
分
析
・
研
究
し
て
き
た
数
少
な
い
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
上
田
賢
治
の

「
一
つ
の
信
仰
が
神
道
信
仰
で
あ
る
た
め
に
は
、
当
然
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
問
わ
れ

─ ８ ─



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
そ
れ
を
、
理
性
的
・
論
理
的
に
明
確
な
も
の
と
す
る
の
が
、
神

学
の
使
命
で
あ
り
、
課
題
な
の
で
あ
る
」（
『
神
道
神
学
│
組
織
神
学
へ
の
序
章
│
』
、
大
明
堂
、

昭
和
六
十
一
年
）
と
い
う
指
摘
・
課
題
を
忠
実
に
追
究
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
そ
の
上
田
の
設
定
し
た
課
題
に
対
し
て
、
本
居
宣
長
ら
の
神
観
念
・
神
信
仰
を

具
体
的
か
つ
精
緻
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
宣
長
ら
の
神
道
信

仰
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
理
性
的
・
論
理
的
に
明
確
に
す
る
こ
と
が
彼
ら
国
学
者
に
と
っ
て

の
「
神
道
神
学
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
現
代
に
お
け
る
神
道
神
学
の
展
開
と
組
織

化
を
考
え
る
場
合
の
有
力
な
資
料
と
も
な
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
視
点
か
ら
論
者
は
、
ま
ず
は
第
一
編
「
本
居
宣
長
の
神
信
仰
」
の
第
一
章
「
ル
ー
ド

ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概
念
│
本
居
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
と
の
比
較
│
」
に
お
い

て
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
に
あ
る
有
名
な
「
神
の
定
義
」
を
分
析
し
、
一
般
的

に
神
道
神
学
史
上
で
こ
れ
に
勝
る
神
の
定
義
は
な
い
と
評
価
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
の
内
容
・
解
釈
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
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た
と
指
摘
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
可
畏
き
物
」
に
対
す
る
村
岡
典
嗣
の
「
か
ゝ
る

神
々
に
対
す
る
感
情
は
、
単
に
畏
怖
あ
る
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
『
本
居
宣
長
』（
警
醒
社
、

明
治
四
十
四
年
）
以
来
の
通
説
化
し
た
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
組
織
神
学
者
で
あ
り
、
宗
教
学
者
で
も
あ
っ
た
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
概

念
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
「
宗
教
的
な
畏
怖
」
と
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
を
比
較
し
、
宣
長
の

「
神
の
定
義
」
は
単
な
る
神
に
対
す
る
「
畏
怖
・
恐
れ
」
で
は
な
く
、
オ
ッ
ト
ー
と
同
様
に

「
諸
々
の
宗
教
感
情
に
従
っ
て
定
義
し
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
に
あ
る
「
可
畏
き
物
」
は
、
村
岡
典
嗣
の
い
う
宣
長

の
神
信
仰
に
は
原
始
信
仰
的
な
神
信
仰
と
「
敬
虔
的
信
仰
」
の
二
側
面
が
あ
る
と
い
う
指
摘
と

は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
が
第
二
章
「
本
居
宣
長
の
神
観
念
」
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
戦
前
の
著
名
な
日
本
思
想
史
家
で
あ
っ
た
村
岡
典
嗣
が
、
宣
長
の
思
想
を
分
析
し
て
、

宣
長
の
宗
教
的
意
識
を
「
神
の
定
義
」
等
に
窺
え
る
「
自
然
宗
教
的
信
仰
」
と
宣
長
の
産
巣
日

神
信
仰
に
代
表
さ
れ
る
「
敬
虔
的
信
仰
・
絶
対
的
信
仰
」
と
に
分
類
し
、
真
に
宣
長
を
支
配
し
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た
の
は
「
敬
虔
的
信
仰
・
絶
対
的
信
仰
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
宣
長
の
家
の
宗
教
で
あ
る
浄
土
宗

に
根
差
し
て
い
た
、
と
い
う
説
に
対
し
、
論
者
は
、『
古
事
記
伝
』
の
成
立
過
程
に
見
ら
れ
る

宣
長
の
神
学
理
論
を
分
析
し
、
論
者
の
い
う
「
御
霊
の
神
学
」、
す
な
わ
ち
神
々
の
御
霊
の
働

き
・
機
能
を
重
視
し
た
宣
長
の
神
学
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
神
の
定
義
」
と
産
巣

日
神
信
仰
に
代
表
さ
れ
る
「
敬
虔
的
信
仰
・
絶
対
的
信
仰
」
は
両
立
す
る
の
で
あ
り
、
村
岡
説

に
代
表
さ
れ
る
宣
長
の
宗
教
的
意
識
・
神
観
念
を
二
つ
の
異
な
る
側
面
か
ら
成
る
と
見
做
す
学

説
を
根
本
的
に
批
判
し
て
い
る
点
は
、
現
代
に
至
る
神
社
の
多
種
多
様
な
祭
神
に
対
す
る
信
仰

形
態
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。

次
い
で
、
こ
う
し
た
宣
長
の
文
献
学
的
神
観
念
・
神
学
と
対
照
的
な
も
の
と
し
て
、
宣
長
の

神
学
を
真
っ
向
か
ら
批
判
し
た
橘
守
部
の
神
学
を
分
析
し
て
い
る
。
論
者
は
、
守
部
の
神
典
解

釈
を
論
じ
た
「
神
秘
五
箇
条
」
の
案
出
過
程
に
着
目
し
、
第
二
編
「
橘
守
部
の
神
信
仰
」
の
第

一
章
「
橘
守
部
の
神
理
解
」
で
、
従
来
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
歴
朝
神
異
例
』
が
、

守
部
の
神
典
註
釈
書
『
稜
威
道
別
』
と
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
り
、
当
代
民
衆
に
対
す
る
「
神
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霊
の
実
在
論
証
」
と
い
っ
た
守
部
の
神
典
研
究
の
課
題
を
担
う
一
方
の
柱
で
あ
る
こ
と
を
論
証

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、宣
長
の
神
学
が
い
わ
ば
組
織
神
学
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

守
部
の
そ
れ
は
実
践
神
学
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
第
二
章
「「
顕
生

魂
」
説
の
原
由
│
橘
守
部
の
神
学
│
」
に
お
い
て
、「
荒
魂
」
は
「
顕
生
魂
」
で
あ
る
と
い
う

守
部
の
説
を
紹
介
し
、
そ
の
説
の
背
景
に
は
、
守
部
の
現
実
的
な
視
座
に
お
け
る
神
霊
の
認
識

や
神
理
解
に
お
け
る
謹
み
の
念
が
守
部
に
あ
っ
た
こ
と
を
『
稜
威
道
別
』
や
『
難
古
事
記
伝
』

の
分
析
に
よ
っ
て
指
摘
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
従
来
、
宣
長
と
守
部
の
神
観
念
・

神
学
は
個
別
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
論
者
は
両
者
の
神
学
を
神
道
神
学
を
形
成

す
る
組
織
神
学
と
実
践
神
学
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
提
示
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の

神
道
神
学
と
国
学
と
の
関
係
を
論
じ
る
上
で
も
有
益
な
方
法
論
の
一
つ
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
本
論
文
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
戦
後
の
神
道
神
学
・
神
道
理
論
を
牽
引
し
て
き
た
小

野
祖
教
の
神
道
祭
祀
重
視
、
そ
し
て
安
津
素
彦
の
文
献
（
記
紀
）
重
視
を
統
合
す
る
先
駆
的
国

学
者
と
し
て
鈴
木
重
胤
の
神
学
を
第
三
編
「
鈴
木
重
胤
の
神
信
仰
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
第
一
章
「
鈴
木
重
胤
と
神
祇
祭
祀
│
神
学
確
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
│
」
に
お

い
て
、
幕
末
の
国
学
者
、
鈴
木
重
胤
の
古
道
論
を
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』（『
祝
詞
講
義
』）
や

『
中
臣
寿
詞
講
義
』
と
い
っ
た
著
述
に
従
っ
て
分
析
し
、
重
胤
は
、
古
道
を
論
ず
る
に
当
た
っ

て
、
神
祇
祭
祀
を
重
視
し
、
そ
の
神
祇
祭
祀
の
起
原
を
神
話
伝
承
に
求
め
た
結
果
と
し
て
、
神

祇
祭
祀
と
神
話
伝
承
と
の
神
道
信
仰
の
相
互
の
異
な
る
表
出
形
態
か
ら
、
重
胤
独
自
の
古
道
論

を
構
築
し
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
ま
た
併
せ
て
、
そ
の
方
法
論
は
平
田
篤
胤
の
『
古
史
徴

開
題
記
』
な
ど
に
刺
激
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
、
従
来
の
篤
胤
と
重
胤
の
学
説

の
剽
窃
を
め
ぐ
る
軋
轢
と
い
っ
た
国
学
史
上
の
問
題
に
も
一
石
を
投
じ
る
論
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。

第
四
編
「
組
織
神
学
に
基
づ
く
神
道
の
神
理
解
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
総
括
す
る
も

の
と
し
て
、
神
道
の
神
理
解
に
直
接
的
に
関
わ
る
「
荒
魂
」
や
多
神
信
仰
の
論
理
に
関
す
る
考

察
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
学
者
の
神
道
神
学
的
学
説
が
、
神

話
伝
承
（
言
語
）、
神
社
の
在
り
方
（
視
覚
）、
神
祇
祭
祀
（
行
為
）
の
各
側
面
を
通
し
て
、
い
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ず
れ
も
が
「
多
神
同
時
信
仰
」
を
示
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
し

て
も
、
論
者
は
あ
く
ま
で
も
村
岡
典
嗣
の
い
う
原
始
的
神
信
仰
か
、
敬
虔
的
神
信
仰
か
と
い
っ

た
神
道
に
お
け
る
二
者
択
一
的
信
仰
形
態
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
妥
当
性
は
、
無
論
、
本
論
文
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。「
多
神
同
時
信
仰
」
と
は
い
っ
て
も
、
宣
長
の
「
神
の
定
義
」
と
産
巣
日
神
信
仰
と
の

両
立
と
、
守
部
の
三
種
の
神
器
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
御
霊
実
」
を
認
め
る
神
観
念
を
同
列
に
国
学

者
の
「
多
神
同
時
信
仰
」
と
し
て
括
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
神
道
の
宗
教
性
を
深
め
た
と
さ

れ
る
平
田
篤
胤
の
神
観
念
・
神
信
仰
の
分
析
と
本
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
宣
長
、
守
部
、
重

胤
等
の
国
学
者
と
の
比
較
が
な
い
ま
ま
に
、
国
学
者
に
共
通
す
る
「
多
神
同
時
信
仰
」
が
見
ら

れ
る
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
東
よ
り
子
が
提
示
し
た
宣
長
の
神
理
解
に
特
徴
的
な
「
神
の
現

御
身
と
御
霊
」
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
の
考
察
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
国
学
者
の
神
観
念
・
神
信
仰
を
神
道
神
学
の
資
料
と
す
る
に
は
、
明
治
初
期
の
大
教
宣
布

運
動
を
担
っ
た
多
様
な
国
学
者
・
神
道
家
の
学
説
を
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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以
上
、
本
論
文
に
は
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
国
学
者
が
人
物
的
に
も
時
代
的
に
も
限
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
宣
長
等
だ
け
で
国
学
と
し
て
の
神
道

神
学
が
語
れ
る
の
か
と
い
っ
た
疑
問
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
の
上

田
賢
治
で
す
ら
神
道
神
学
の
対
象
と
し
た
国
学
者
は
契
沖
、
荷
田
春
満
、
本
居
宣
長
な
ど
少
数

で
あ
り
、
本
論
文
が
宣
長
や
守
部
、
そ
し
て
重
胤
と
い
っ
た
古
道
論
・
神
学
と
向
き
合
っ
た
国

学
者
を
神
道
神
学
の
視
座
か
ら
本
格
的
に
考
察
し
た
論
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
評
価
で
き
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
中
野
裕
三
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
。
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十
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